
長引くコロナ禍、物価高騰のなかで、 

公共料金の減免、給食費の無償化等 
くらしと営業応援の緊急支援を要望！ 
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小西・伊田・小杉議員 

市長、副市長、教育長と、議員のボーナス増額に反対！                     

 
 
 
2022 年 12 月定例会が閉会しました。今定例

会の第 59 号議案の補正(第６号)予算について
は、新型コロナウイルス感染症及び燃油高等の
影響を受けている農業者と漁業者の負担を軽減
するための予算、また人事異動等に伴う人件費
の補正予算であり、意見を付けて賛成しました。
第 70 号議案は、子どもの送迎バスへの安全装
置の整備等の予算、第 73号議案は、国の出産・
子育て等の応援事業に伴うもので「子育て環境 

市長提案１５議案に意見付きで賛成し 
２議案に反対しました 

令
和
四
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算 

(
第
７
号)

の
主
な
内
容 

⚫

子
ど
も
の
安
心
・
安
全
対
策 

支
援
事
業
費
補
助
金 

 

６
８
５
万
円 

１ 

送
迎
バ
ス
へ
の 

安
全
装
置
の
導
入
支
援 

２ 

安
全
管
理 

研
修
会
等
の
受
講
支
援 

 

令
和
四
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算 

(

第
８
号)

の
主
な
内
容 

⚫

出
産
・
子
育
て
応
援
事
業
費  

 
 
 
 
 
 
 
 

７
２
２
０
万
円 

 

＊
【
伴
走
型
相
談
支
援
】 

 
 

①
妊
娠
届
け
出
時 

 

②
妊
娠
８
か
月
前
後 

③
出
生
届
け
か
ら
生
後
４
カ
月
ま
で
の
間 

＊
【
経
済
的
支
援
】 

 

●
出
産
応
援
ギ
フ
ト 

〈
５
万
円
相
当
〉 

●
子
育
て
応
援
ギ
フ
ト 

〈
５
万
円
相
当
〉 

◆
今
回
は
令
和
４
年
４
月
１
日
か
ら 

令
和
５
年
３
月
末
ま
で
の
間
に
出
生 

届
を
提
出
さ
れ
た
方
が
対
象
と
な
り 

ま
す
が
、
今
後
も
こ
の
事
業
は
継
続 

の
予
定
で
す
。 

 第70号議案（補正7号）及び第72号
議案は、国家公務員に準じた職員給与費の
改定です。 
職員の給与改定については賛成ですが、

特別職については、もともと高額な給与体系
であり、現在のコロナ禍や物価高騰の状況で
は、到底市民の理解が得られないとの理由で
反対しました。  
市議第1号議案も議員についての増額で

あり、同様の理由で反対しました。 

市 長   （今回改定で５４０００円増額） 

３５４万６８８６円▶３６０万１４５４円に 

副市長   （今回改定で４５０００円増額） 

 ２９１万８９８６円▶２９６万３８９４円に 

教育長   （今回改定で３９０００円増額） 

 ２５７万１４００円▶２６１万０９６０円に 

*議 員   （今回改定で２５３００円増額） 

 １５９万３９００円▶１６１万９２００円に 

＊
議
会
の
人
事
が
代
わ
り
ま
し
た 

●
議 

長 
 

鯛
慶
一
議
員
が(

新
政
ク
ラ
ブ)

が
辞
任
し
、 

 
  

上
羽
和
幸
議
員(

公
明
党)

に
。 

●
副
議
長 

 

肝
付
隆
治
議
員(

自
民
党
鶴
政
ク
ラ
ブ) 

●
議
会
選
出
会
計
監
査
委
員 

川
口
孝
文
議
員
（
自
民
党
創
政
ク
ラ
ブ
） 

*

党
議
員
団
は
、
議
長
は
２
回
と
も
他
の
候
補
に
、 

副
議
長
は
立
候
補
し
た
「
伊
田
悦
子
議
員
」
に 

投
票
し
、
監
査
委
員
に
は
反
対
し
ま
し
た
。 

令
和
四
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算 

(
第
６
号)

の
主
な
内
容 

⚫

ふ
る
さ
と
応
援
推
進
事
業
費 

１
億
９
０
０
０
万
円 

⚫

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接
種 

体
制
確
保
事
業
費  

 

４
５
５
０
万
円 

⚫

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン 

接
種
事
業
費  

  
 

８
７
０
０
万
円 

 ⚫

病
院
事
業
会
計
補
助
金 

 
 

１
７
６
０
万
円 

⚫

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
感
染
症
対
策
中
小
企
業 

雇
用
調
整
助
成
金 

７
０
０
万
円 

⚫

経
営
発
展
支
援
事
業
費
補
助
金 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

３
６
１
万
円 

⚫

ス
ポ
ー
ツ
施
設
整
備
基
金
積
立
金 

 

５
５
０
０
万
円 

■
農
業
者
原
油
価
格
・
物
価
高
騰 

緊
急
対
策
事
業
費 

２
５
１
０
万
円 

➊
認
定
農
業
者
、
認
定
新
規
就
農
者 

集
落
営
農
組
織
等
５
万
円 

１
０
万 

➋
肥
料
価
格
高
騰
支
援
【
国
制
度
の
上
乗
せ
】 

５
戸
以
上
の
グ
ル
ー
プ
対
象 

 

■
漁
業
者
原
油
価
格
・
物
価
高
騰 

緊
急
対
策
事
業
費 

１
８
２
６
万
円 

➊
認
資
材
等
物
価
高
騰
支
援 

経
営
体
等
５
万
円 

１
０
万 

➋
燃
油
高
騰
支
援
【
１
リ
ッ
ト
ル
１
０
円
】 

市
内
在
住
の
漁
協
組
合
員 

 
み
な
さ
ん
の
ご
支
持
・
ご
支
援
に 

心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。 

三
人
の
日
本
共
産
党
党
議
員
団
で
す 

引
き
続
き
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

●
伊
田
悦
子
議
員(

６
期)  

議
員
団
長 

 
 

市
民
文
教
副
委
員
長 

広
報
Ｆ
Ｍ
委
員 

●
小
杉
悦
子
議
員(

６
期) 

 
 

福
祉
健
康
委
員 

●
小
西
洋
一
議
員(

２
期) *

幹
事
長 

 
 

総
務
消
防
委
員 

都
計
審
委
員 

 
 

 

原
子
力
防
災
等
安
全
委
員 

日本一」を標榜するにふさわしい子育て施策
の充実、子どもの医療費や学校給食の無償化
を要求し、賛成しました。 
 第 61 号議案については、本市消防団を一
団性にするもので、消防団員の確保と一層の
待遇改善を要望しました。 
 第 62 号議案は、国家公務員の定年年長を
踏まえて、本市職員の定年を 65 歳まで引き
上げるものです。この 12 年で 127 人の職員
を削減したことを批判するとともに、部長級
の若い幹部職員の登用と一定の新規採用の
継続的な確保を求めました。 

 

  
 

＊党議員団は、今回の改定による増額分(2万5300円×3人分＝７万5900円)については、 

東京に本部がある日本原水爆禁止協議会を通じて「被爆者援護の団体」に募金しました。 

 



③
国
保
に
つ
い
て
、
子
ど

も
の
数
が
多
い
ほ
ど
負

担
が
引
き
上
が
る
「
均
等

割
」
は
、
財
源
は
地
方
創

生
臨
時
交
付
金
を
当
て
、

1
8

歳
ま
で
均
等
割
ゼ
ロ

と
す
べ
き
だ
が
ど
う
か
。 

答
弁 

①
国
や
府
の
動

き
を
見
な
が
ら
、
幅
広

い
視
野
で
考
え
実
施
。
京

都
府
が
現
在
検
討
中
で

あ
り
、
府
と
連
携
し
事

業
を
実
施
す
る
。 

②
各
自
治
体
の
判
断
で

保
護
者
負
担
軽
減
を
目

的
に
支
援
等
を
行
う
こ

と
を
妨
げ
る
も
の
で
な

い
。
状
況
に
応
じ
た
支

援
策
を
講
じ
る
。 

③
子
育
て
世
帯
の
負
担

軽
減
を
図
る
た
め
、
国

に
お
い
て
必
要
な
財
源

確
保
等
、
制
度
拡
充
に
つ

い
て
、
全
国
市
長
会
を
通

じ
て
国
へ
要
望
し
て
い

く
。
市
独
自
で
保
険
料
均

等
割
り
の
減
免
実
施
は

考
え
て
い
な
い
。 

 

 

小
西 

市
か
ら
Ｆ
Ｍ
ま

い
づ
る
へ
の
メ
ー
ル
で

「
も
ち
ろ
ん
、
問
題
が

あ
れ
ば
設
計
会
社
の
責

任
に
な
り
ま
す
」
と
言

い
な
が
ら
、
離
脱
し
た

設
計
会
社
に
責
任
を
求

め
ず
、
市
が
追
加
の
補

正
予
算
を
組
む
こ
と
に

な
っ
た
の
か
。
改
め
て

説
明
を
求
め
る
。 

答
弁 

住
民
監
査
請
求

の
監
査
結
果
に
あ
る
通

り
、
設
計
図
書
に
基
づ
く

成
果
物
は
適
切
で
あ

り
、
約
定
違
反
や
法
令

違
反
は
な
く
、
契
約
不

適
合
は
認
め
ら
れ
な
い

こ
と
か
ら
、
設
計
会
社
に

責
任
は
問
え
な
い
と
考

え
て
い
る
。 

小
西 

市
長
の
九
月
議

会
で
の
議
案
説
明
で

「
国
を
守
り
、
支
え
る

と
い
う
重
要
な
役
割
を

今
後
５
０
年
先
、
１
０

０
年
先
も
担
い
続
け
る

こ
と
が
で
き
る
ま
ち
づ

く
り
を
推
し
進
め
る
」

と
あ
る
が
、
こ
れ
は
、 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

教
育
支
援
員
の
増
員
で
学
校
現
場
の
支
援
を 

小
規
模
・
家
族
農
業
へ
の
支
援
充
実
を
！ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

小
西 

洋
一 

議
員 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

コ
ロ
ナ
禍
で
の 

国
保
・
介
護
保
険
料
の
減
免
制
度
の
拡
充
を
求
め
る
！ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

小
杉 

悦
子 

議
員 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

や
る
気
が
あ
る
な
ら
「
市
長
提
案
」
で 

子
ど
も
の
医
療
費
助
成 

拡
充
せ
よ
！ 

 
 

 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

伊
田 

悦
子 

議
員 

２０21年12月号 こんにちは日本共産党市会議員団です 

伊
田 

現
在
の
日
本
の

子
ど
も
の
た
め
の
予
算

と
い
う
の
は
、低
水
準
の

ま
ま
放
置
さ
れ
て
お
り
、

子
ど
も
の
貧
困
な
ど
改

善
さ
れ
な
い
ま
ま
に
な

っ
て
い
る
。こ
の
国
の
子

ど
も
・
子
育
て
に
「
冷
た

い
政
治
」
か
ら
、
一
番
身

近
な
自
治
体
で
あ
る
舞

鶴
市
が
子
ど
も
・
子
育
て

に
「
優
し
い
市
政
」
を
実

現
す
る
こ
と
が
、い
ま
求

め
ら
れ
て
い
る
。 

① 

子
ど
も
の
医
療 

費
助
成
を
拡
充
す
る
こ

と
が
必
要
。拡
充
求
め
議

会
請
願
し
て
か
ら
２
０

数
年
。当
時
よ
り
拡
充
さ

れ
て
き
た
が
、そ
れ
で
も

府
内
で
最
低
レ
ベ
ル
。こ

の
問
題
で
市
長
は「
平
成

2
3

年
に
小
学
生
以
下
窓

口
負
担
２
０
０
円
に
し

た
の
は
私
・
こ
ど
も
は
弱

者
だ
か
ら
」こ
の
よ
う
に

発
言
。
片
や
「
気
軽
に
私

の
一
存
で
で
き
な
い
。議

員
は
市
民
か
ら
付
託
を

受
け
て
い
る
。賛
成
し
て 

 

小
杉 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大

に
よ
る
地
域
経
済
へ
の

影
響
は
大
き
く
、
市
民
生

活
の
悪
化
が
深
刻
に
な

っ
て
い
る
。
国
民
健
康
保

険
制
度
や
介
護
保
険
制

度
は
、
市
民
の
命
を
守
る

た
め
の
社
会
保
障
制
度

で
、
市
民
の
命
に
直
結
す

る
事
業
だ
。
コ
ロ
ナ
感
染

拡
大
の
影
響
を
受
け
て

保
険
料
の
支
払
い
が
困

難
な
方
に
対
し
て
、
保
険

料
の
減
免
の
制
度
を
国

が
新
た
に
設
け
た
こ
と

に
よ
り
、「
大
変
助
か
っ

た
」
と
の
声
も
聞
い
て
い

る
。
し
か
し
前
年
度
の
収

入
の
３
割
減
な
ど
の
要 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

小
杉 

厚
生
労
働
省
は
、

２
３
年
度
の
法
改
定
に
向

け
議
論
し
て
い
る
。
「保
険

あ
っ
て
介
護
な
し
」
と
言

わ
れ
て
い
る
現
行
の
保
険

制
度
を
さ
ら
に
利
用
し
づ

ら
く
、
介
護
事
業
所
の
経

営
悪
化
を
招
く
も
の
と
の

利
用
者
、
家
族
や
事
業
者

団
体
の
強
い
反
対
の
声
を

押
し
切
っ
た
も
の
だ
。
介

護
関
係
者
で
は
「史
上
最

悪
」の
改
悪
案
と
言
わ
れ

て
い
る
。
市
で
は
介
護
サ

ー
ビ
ス
や
介
護
保
険
事
業

の
構
築
に
努
力
さ
れ
て
お 

も
ら
っ
て
は
じ
め
て
で

き
る
・
少
数
の
議
員
で

は
無
理
」
こ
の
よ
う
に

発
言
。
こ
れ
は
、
民
主
主

義
の
根
本
を
知
ら
な
い

こ
と
を
あ
か
ら
さ
ま
に

示
し
た
発
言
で
あ
る
。

少
数
派
で
あ
る
こ
と

は
、
い
つ
か
は
多
数
派

に
な
る
か
も
し
れ
な

い
。
こ
れ
が
民
主
主
義

の
常
道
。
仮
に
少
数
派

で
あ
っ
た
と
し
て
も
、

こ
れ
が
要
求
に
基
づ

く
、
そ
し
て
運
動
が
大

き
く
盛
り
上
が
る
時
に

は
、
必
ず
政
治
を
変
え

る
こ
と
が
で
き
る
。
こ

こ
の
真
髄
が
お
わ
か
り

で
な
い
。
や
る
気
が
あ

れ
ば
、
市
長
提
案
で
実

現
す
べ
き
。 

②
学
校
給
食
の
無
償
化

は
、
自
治
体
の
判
断
で

で
き
る
。
保
護
者
の
お

か
れ
て
い
る
厳
し
い
暮

ら
し
の
実
態
に
心
寄

せ
、「
保
護
者
の
利
益
に

な
る
」
給
食
費
の
無
償

化
に
一
歩
踏
み
出
す
べ

き
時
期
と
考
え
る
。 

件
の
た
め
、
初
年
度
は
対

象
に
な
っ
て
も
、
次
の
年

は
さ
ら
に
３
割
減
の
た

め
難
し
い
。
新
型
コ
ロ
ナ

感
染
拡
大
の
影
響
に
加

え
物
価
高
騰
の
影
響
は

長
期
的
に
続
い
て
い
る

こ
と
か
ら
、
減
免
制
度
の

充
実
が
求
め
ら
れ
る
が
、

市
の
考
え
を
問
う
。 

答
弁 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ

り
収
入
が
減
少
し
た
被

保
険
者
に
係
る
保
険
料

の
減
免
に
つ
い
て
は
減
免

基
準
を
見
直
す
と
と
も

に
、
減
免
分
の
全
額
を
財

政
支
援
す
る
よ
う
に
、
全

国
市
長
会
を
通
じ
て
要

望
し
て
い
る
。 

 
 

 
 

 
 

小
西 

府
に
し
て
も
、

市
独
自
の
配
置
に
し
て

も
、
教
育
支
援
員
の
配

置
は
、
教
員
不
足
の
現

場
か
ら
は
喜
ば
れ
て
い

る
。
次
年
度
の
配
置
に

つ
い
て
、
市
教
委
の
方
針

を
お
聞
き
す
る
。 

答
弁 

毎
年
実
施
し
て

い
る
学
校
への
要
望
調
査

の
回
答
内
容
な
ど
に
基

づ
き
、
安
定
し
た
学
校

運
営
を
さ
ら
に
支
援
で

き
る
よ
う
に
、
支
援
員

を
配
置
し
た
い
。 

小
西 

シ
カ
や
サ
ル
、

ク
マ
な
ど
深
刻
な
鳥
獣

被
害
を
お
聞
き
し
た
。

本
市
の
鳥
獣
被
害
の
状

況
と
今
後
の
対
策
方
針

を
問
う
。 

答
弁 

令
和
３
年
の
被

害
額
は
１
２
０
９
万
円
。

シ
カ
・イ
ノ
シ
シ
合
わ
せ

て
２
５
４
７
頭
を
捕
獲

し
た
。
引
く
続
き
「
捕

獲
」と
「防
除
」の
両
輪
で

有
害
鳥
獣
対
策
に
取
り

組
ん
で
い
く
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

『
国
防
中
心
の
ま
ち

づ
く
り
』
と
読
め
る
。

市
の
見
解
を
問
う
。 

答
弁 

日
本
海
側
に

お
け
る
国
防
、
海
の
安

全
、
造
船
業
な
ど
の
機

能
は
、
将
来
に
わ
た
っ

て
担
い
続
け
る
こ
と
が

市
の
責
務
で
あ
る
。 

小
西 
先
の
市
議
選

で
市
民
の
皆
さ
ん
か

ら
「
病
院
の
問
題
を
な

ん
と
か
し
て
ほ
し
い
」

と
多
く
お
聞
き
し
た
。

こ
の
４
年
間
で
常
勤

医
の
人
数
や
診
療
科

に
変
化
は
あ
っ
た
の

か
お
聞
き
す
る
。 

答
弁 

公
的
四
病
院

の
常
勤
医
の
総
数
は
、

平
成
３
０
年
と
比
較
し

て
計
５
人
の
減
少
と
な

っ
て
い
る
が
、
非
常
勤

医
師
や
病
院
間
連
携

で
、
診
療
体
制
は
確
保

さ
れ
て
い
る
と
認
識
し

て
い
る
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

二
期
八
年
間 

お
世
話
に 

な
り
ま
し
た 

 
 

八
年
間
の
活
動
の
中
で
、
倉
林

明
子
参
議
院
議
員
や
京
都
府
議
団

と
の
連
携
で
、
漁
業
、
農
業
へ
の

補
助
が
実
現
。
ま
た
、
高
齢
者
の

タ
ク
シ
ー
補
助
の
実
現
、
温
か
い

中
学
校
給
食
へ
の
提
言
、
子
育
て

や
平
和
の
問
題
、
原
発
問
題
な
ど

と
り
あ
げ
て
き
ま
し
た
。 

岸
田
内
閣
は
、
防
衛
費
倍
増
な

ど
戦
争
国
家
づ
く
り
の
暴
走
を
始

め
て
い
ま
す
。
健
康
に
留
意
し
つ

つ
、
私
は
引
き
続
き
皆
さ
ん
と
一

緒
に
「
平
和
」
た
め
の
声
を
あ
げ
、

活
動
し
て
い
く
決
意
で
す
。 

 

前
舞
鶴
市
議
会
議
員 

             

石
束
悦
子 

 

り
、
今
回
の
大
改
悪
は
、
こ
れ
ら
の

努
力
も
踏
み
に
じ
る
も
の
だ
。
通
常

国
会
で
法
改
正
、
２
５
年
度
４
月
か

ら
実
施
の
予
定
で
進
め
ら
れ
て
い

る
。
市
と
し
て
反
対
の
声
を
上
げ
る

べ
き
時
と
考
え
る
が
い
か
が
か
。 

答
弁 

来
年
度
に
「第
９
期
高
齢
者

保
健
福
祉
計
画
」を
策
定
す
る
予

定
で
あ
り
、
国
の
介
護
保
険
制
度

の
改
定
や
内
容
は
、
市
の
計
画
に

反
映
さ
せ
る
必
要
が
あ
る
こ
と
か

ら
、
引
き
続
き
、
国
の
動
向
に
注

視
し
て
ま
い
り
ま
す
。 

 

介
護
保
険
制
度
の 

改
悪
は
や
め
る
よ
う 

国
に
意
見
を
言
う
べ
き 

 

資料①

【特別会計　保険料の減免状況】 令和３年度事業実績報告書から

年度 減免件数 減免額 減免件数 減免額

令和元年 77 2,303,382 32 341,730

令和２年 90 18,176,085 36 2,080,390

令和３年 34 6,395,336 13 652,900

計 201 26,874,803 81 3,075,020

国民健康保険料 介護保険料

 

 


